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PBPOSのメンバーとして、5月に日本を再訪。お世話になった方々へ
感謝を伝えることができました

早朝のラジオ体操。入所当時は岡崎市にセンターがありました

　今から43年前、17歳だった私は1983年1月
19日に初めて日本の地を踏みました。当時岡
崎市にあった中部日本研修センターで３ヵ月間
日本語を学び、その後西尾市に移転したセンタ
ーで近代農業の研修を修了しました。また岩手、
福島、神奈川、静岡、愛知などでホームステイ
も体験。各地で農業や養鶏を勉強しながら、日
本の生活や文化に直接触れることができました。
そうした日本での日々を通して、規則正しい生
活やお互いを尊重し合う姿勢、清潔を保つこと
の大切さを学びました。身の回りや自身を清ら
かに保つことは、その人の本当の内面を映し出
す鏡となります。さらに、困難を改善の機会と
して捉えることが重要であり、難しい仕事でも、
それを乗り越えた時にこそ日ごろの勤勉さが本
当の価値を持つのだと知りました。
　帰国後は、オイスカの研修生の仲間と一緒に
１ヵ月間稲作農場で働き、その後会社員や養豚

経営、日本語のツアーガイドなどを経験。ガイ
ドの仕事は最も好きなキャリアで、2015年ま
で約13年間勤めました。現在は、村の発展・治
安委員会の委員長として、平和で調和の取れた
地域社会づくりに力を入れるとともに、PBPOS
（サバ州のオイスカOB・OG会）のメンバーと
してオイスカ活動を支援しています。これから
も、どんな活動も最後までやり遂げ、前進し続
けたいと考えています。

勤勉さとやり遂げる精神を学びました

アルバート・ヤシン（61）
愛称 ： アルバート

■出身国　マレーシア
■研修歴　中部日本研修センター／

農業一般コース（1983年1月～84年3月）
■現在の職業　村の発展・治安委員会委員長

家族との時間を
大切にしながら、今でも
オイスカ活動に
励んでいます！

今月の

日本で学んだオイスカ研修生の今を紹介します。OB &OG
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人間の生存に不可欠
な “産業・精神・文
化” のバランスを大
事にした発展を世界
規模で推進していく
ことを目的として、
このように名付けら
れました。

OISCAという名称の意味

O rganization 機構

I ndustrial 産業

S piritual 精神

C ultural 文化

A dvancement 促進

What's OISCA

　オイスカ・インターナショナルは、「すべての人々がさまざまな
違いを乗り越えて共存し、地球上のあらゆる生命の基盤を守り育
てようとする世界」を目指して1961年に創立された国際協力NGO
です。現在、41の国と地域にネットワークを持ち活動しています。
　公益財団法人オイスカは、1969年にオイスカ・インターナショ
ナルの基本理念を具体的な活動によって推進する機関として生ま
れ、主にアジア・太平洋地域で農村開発や環境保全活動を展開。
特に人材育成に力を入れ、オイスカの研修を修了した現地の青年
は、各地で地域開発に取り組んでいます。国内では、農林業体験
やセミナー開催などを通して啓発活動を積極的に進めています。

日 月 星 辰 公益財団法人オイスカ  理事長  中野悦子

農
業
の
大
教
育

　
「
日
本
で
は
太
古
よ
り
、
農
業
を
も
っ
て
国
家
経
綸
の
基
本
と

し
て
伝
え
ら
れ
て
き
た
こ
と
を
提
言
し
て
お
く
と
と
も
に
、
そ
の

農
業
が
、
単
な
る
農
耕
技
術
に
と
ど
ま
ら
ず
、
国
民
の
大
教
育
と

し
て
継
承
さ
れ
て
き
た
こ
と
を
特
に
強
調
し
て
お
き
た
い
。
言
い

換
え
れ
ば
、
国
民
の
教
育
と
し
て
農
業
が
伝
え
ら
れ
、
そ
の
精
神

に
よ
っ
て
継
承
さ
れ
た
日
本
で
あ
る
こ
と
を
申
し
上
げ
た
い
。

　

農
業
が
教
育
で
あ
る
理
由
を
述
べ
る
な
ら
ば
、
宇
宙
大
自
然
に

よ
っ
て
造
化
さ
れ
た
天
体
が
、
太
陽
・
太
陰
・
地
球
の
運
行
と
し

て
定
ま
り
、
続
い
て
萬
物
が
発
生
し
、
や
が
て
人
類
の
誕
生
と
な

っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
人
類
が
体
験
し
た
地
球
の
現
象
の
始

ま
り
は
、
春
夏
秋
冬
と
い
う
循
環
順
律
で
あ
り
、
そ
の
中
で
行
わ

れ
た
生
命
維
持
の
道
が
農
業
と
し
て
開
け
て
き
た
も
の
で
あ
る
。

　

こ
こ
に
は
全
く
の
偽
り
が
な
く
、
大
自
然
の
教
え
の
ま
ま
に
、

初
夏
の
気
候
が
麦
を
稔
ら
せ
、
秋
の
気
候
が
黄
金
の
稲
を
稔
ら
せ

て
く
れ
る
。
山
林
業
に
お
い
て
も
同
様
で
、
青
葉
と
と
も
に
初
鰹

を
食
膳
に
供
し
て
く
れ
、
秋
風
と
と
も
に
鯖
に
美
味
を
加
え
て
く

れ
る
水
産
業
と
も
な
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
、
四
季
の
循
環
が
農

業
の
収
穫
を
與
え
て
い
る
と
と
も
に
、
自
然
に
、
そ
の
国
土
を
重

ん
じ
、
国
家
を
愛
す
る
国
民
の
精
神
を
も
育
て
て
い
る
こ
と
を
忘

れ
て
は
な
ら
な
い
。
特
に
あ
ざ
や
か
な
景
観
と
と
も
に
、
四
季
が

歴
然
と
し
て
い
る
わ
が
国
に
於
い
て
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
日
本

人
独
特
の
精
神
界
を
育
て
て
い
る
ば
か
り
で
な
く
、
日
本
と
い
う

国
土
に
育
っ
た
作
物
は
、
日
本
の
大
地
に
な
じ
ん
で
稔
り
、
日
本

人
の
血
を
作
る
働
き
を
し
て
い
る
の
で
あ
る
」（
創
立
者
の
こ
と
ば
）

　

住
ん
で
い
る
地
で
季
節
毎
に
生
産
さ
れ
た
農
産
物
を
い
た
だ
く

こ
と
が
、
私
た
ち
の
健
康
に
と
っ
て
一
番
大
事
な
こ
と
で
す
。
何

故
な
ら
私
た
ち
の
身
体
も
そ
の
土
地
の
気
候
に
呼
応
し
た
働
き
を

し
て
い
る
か
ら
で
す
。
夏
は
水
分
が
多
い
野
菜
、
冬
に
は
身
体
が

温
ま
る
物
を
い
た
だ
く
。
そ
れ
が
身
体
が
喜
ぶ
こ
と
で
あ
り
、
精

神
も
安
定
す
る
。
そ
こ
に
村
祭
り
の
起
源
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

創立者のことばを紐解く

OISCA NEWS
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オイスカの海外・国内の
最新ニュースをご紹介します。OISCA NEWS
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ザヒド副首相よりトロフィーを受け取る永石副総
裁（右から3人目）。副首相は、地方地域開発省大臣
とオイスカ・マレーシア総局会長も兼務している

昨年8月27・28日には、日本からのボランティアも参加し、
プロジェクト地で6,000本を超える植林が行われた

国
内

木曽青峰高校での演習林散策。同校は、過去にインドネシア
でオイスカ活動に参加した経緯があり、訪問先に選ばれた

長野県林業大学校での活動報告

海
外

海
外5

月
３
日
、
ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー

ル
世
界
貿
易
セ
ン
タ
ー
で
、
マ
ラ

公
団
創
立
60
周
年
記
念
式
典
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
オ
イ
ス
カ
は
、

1
9
6
7
年
か
ら
マ
ラ
公
団
と
連

携
し
、
主
に
工
業
分
野
の
人
材
育

成
事
業
を
展
開
。
こ
れ
ま
で
1
1

0
0
人
以
上
の
研
修
生
、
技
能
実

習
生
を
受
け
入
れ
て
き
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
公
団
の
主
管
官
庁
で

あ
る
地
方
地
域
開
発
省
、
公
団
関

係
者
、
提
携
団
体
、
企
業
の
代
表

ら
約
1
3
0
0
名
が
出
席
。
日
本

か
ら
は
オ
イ
ス
カ
・
イ
ン
タ
ー
ナ

シ
ョ
ナ
ル
の
永
石
安
明
副
総
裁
と
、

公
団
の
技
能
実
習
生
を
受
け
入
れ

て
い
る
愛
知
ダ
イ
ハ
ツ
の
坪
内
孝

暁
代
表
取
締
役
社
長
ほ
か
2
名
が

参
加
し
ま
し
た
。
式
典
で
は
、
公

団
と
共
に
マ
レ
ー
シ
ア
の
発
展
に

貢
献
し
た
団
体
へ
の
表
彰
が
行
わ

れ
、
オ
イ
ス
カ
に
は
持
続
可
能
な

地
球
社
会
に
寄
与
し
た
と
し
て
ア

ハ
マ
ド
・
ザ
ヒ
ド
・
ハ
ミ
デ
ィ
副

首
相
か
ら
ト
ロ
フ
ィ
ー
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。

　

ま
た
永
石
副
総
裁
は
今
回
の
渡

航
で
、
公
団
傘
下
の
ク
ア
ラ
ル
ン

プ
ー
ル
大
学
の
副
学
長
お
よ
び
ケ

ダ
州
農
業
開
発
公
社（
M
A
D
A
）

理
事
長
と
今
後
の
連
携
協
議
に
つ

い
て
意
見
交
換
し
ま
し
た
。

5
月
8
〜
15
日
、　

国
土
緑
化

推
進
機
構
と
の
共
催
で
「
日
本
―

イ
ン
ド
ネ
シ
ア　

緑
の
青
年
国
際

交
流
事
業
」
を
実
施
。
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
で
「
子
供
の
森
」
計
画
に
参

加
す
る
高
校
生
、
教
員
ら
15
名
が

愛
知
県
と
長
野
県
を
訪
れ
、
日
本

の
森
林
・
林
業
や
森
林
教
育
に
つ

い
て
体
験
的
に
学
び
ま
し
た
。

　

一
行
は
、
長
野
県
木
曽
青
峰
高

校
や
長
野
県
林
業
大
学
校
で
、
互

い
の
活
動
紹
介
や
演
習
林
で
の
学

習
、
授
業
体
験
な
ど
を
通
じ
て
交

流
を
深
め
た
ほ
か
、
森
の
健
康
診

断
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
森
林
組
合

の
林
業
現
場
見
学
に
も
参
加
。
計

画
的
な
森
林
管
理
に
つ
い
て
学
び

ま
し
た
。
さ
ら
に
、
赤
沢
自
然
休

養
林
の
散
策
や
ダ
ム
の
視
察
で
は
、

森
林
が
水
資
源
や
地
域
の
暮
ら
し

を
支
え
て
い
る
こ
と
を
実
感
。
当

初
、
参
加
者
た
ち
は
伐
採
に
否
定

的
な
印
象
を
持
っ
て
い
ま
し
た
が
、

間
伐
な
ど
の
適
切
な
管
理
に
よ
っ

て
森
林
が
健
全
に
保
た
れ
る
こ
と

へ
の
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
日
本
の
学
生

た
ち
と
一
緒
に
学
ん
だ
こ
と
は
忘

れ
ら
れ
な
い
経
験
。
理
論
だ
け
で

な
く
、
木
を
大
切
に
す
る
心
や
森

へ
の
敬
意
を
実
感
で
き
た
」「
自
然

を
守
っ
て
い
こ
う
と
い
う
決
意
が

生
ま
れ
た
」
と
い
っ
た
感
想
が
聞

か
れ
ま
し
た
。
同
世
代
と
の
交
流

を
通
じ
て
、
互
い
の
文
化
や
価
値

観
を
理
解
し
合
う
機
会
と
な
り
、

帰
国
後
の
活
動
へ
の
意
欲
も
高
ま

っ
た
よ
う
で
す
。
大
き
な
学
び
と

刺
激
を
受
け
た
参
加
者
た
ち
の
今

後
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
　

マ
レ
ー
シ
ア
／
マ
ラ
公
団
創
立
60
周
年
記
念
式
典

副
首
相
か
ら
感
謝
の
ト
ロ
フ
ィ
ー
が
贈
ら
れ
る

さ
ら
な
る
発
展
に
向
け
歩
み
を
止
め
ず

　
　
「
子
供
の
森
」計
画

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
か
ら
高
校
生
ら
15
名
が
来
日

同
世
代
と
の
交
流
で
日
本
の
森
と
林
業
を
学
ぶ

3
月
12
日
、
オ
イ
ス
カ
が
進
め

る「
タ
イ
王
国
チ
ェ
ン
ラ
イ
県

緑
化
再
生
お
よ
び
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
対
し
、

タ
イ
の
ア
ユ
タ
ヤ
銀
行
よ
り
1
0

0
万
バ
ー
ツ（
約
5
0
0
万
円
）

の
寄
附
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
ア

ユ
タ
ヤ
銀
行
は
、
タ
イ
大
手
銀
行

の
一
つ
で
、
現
在
は
三
菱
U
F
J

フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
・
グ
ル
ー
プ
の

グ
ル
ー
プ
企
業
と
し
て
、
日
本
と

も
関
わ
り
の
あ
る
銀
行
で
す
。

　

今
回
の
支
援
は
、
駐
日
タ
イ
王

国
大
使
館
と
ウ
ィ
ッ
チ
ュ
・
ウ
ェ

チ
ャ
ー
チ
ー
ワ
同
大
使
ら
の
働
き

か
け
に
よ
っ
て
実
現
し
た
も
の
で

す
。
ま
た
、
同
大
使
館
に
は
昨
年

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
寄
附
い
た
だ
い

た
ほ
か
、
タ
イ
王
国
外
務
省
や
ア

ユ
タ
ヤ
銀
行
な
ど
現
地
企
業
へ
の

積
極
的
な
支
援
協
力
の
呼
び
か
け

に
も
協
力
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

寄
附
金
は
、
8
月
に
予
定
し
て

い
る
現
地
の
住
民
と
行
う
植
林
イ

ベ
ン
ト
な
ど
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

お
け
る
今
年
度
の
活
動
資
金
と
し

て
活
用
さ
れ
ま
す
。

　
　

海
外
開
発
協
力
事
業

現
地
銀
行
か
ら
タ
イ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
寄
附

8
月
の
植
林
イ
ベ
ン
ト
の
準
備
も
進
む

公社

※
こ
の
事
業
は
国
土
緑
化
推
進
機
構「
緑
と
水
の
森

　

林
フ
ァ
ン
ド
」
を
活
用
し
て
実
施
し
ま
し
た
。

※
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
来
年
の
日
タ
イ
修
好

1
4
0
周
年
の
記
念
行
事
の
一
環
と
し
て
実
施
さ

　

れ
る
も
の
で
す
。

※

※
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国
内

中央アジアエコエキスポと同時開催された第8回GEF（地球
環境ファシリティ）総会の会場で署名式が行われた

海
外

本部を訪問。中野総裁（前列中央）を囲んで

西日本研修センターへの寄附金を受け取る豊田敏幸所長（中央）。OBに
とっては約40年振りのセンター訪問となった

6
月
2
〜
4
日
、
ウ
ズ
ベ
キ
ス

タ
ン
の
サ
マ
ル
カ
ン
ド
で
、
同
国

生
態
・
気
候
変
動
委
員
会
主
催
の

中
央
ア
ジ
ア
エ
コ
エ
キ
ス
ポ
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
オ
イ
ス
カ
は
そ

の
サ
イ
ド
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
J

I
C
A
と
共
催
で
ア
ラ
ル
海
の
沙

漠
緑
化
や
住
民
の
生
計
向
上
に
向

け
た
取
り
組
み
を
紹
介
す
る
セ
ミ

ナ
ー
を
実
施
。
当
日
は
、
冨
樫
智

専
門
家
が
日
本
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン

で
参
加
し
、
ア
ラ
ル
海
の
沙
漠
化

の
現
状
を
伝
え
る
と
と
も
に
、
オ

イ
ス
カ
が
地
元
の
林
業
局
な
ど
と

協
力
し
な
が
ら
進
め
る
サ
ク
サ
ウ

ー
ル
の
植
林
に
つ
い
て
説
明
し
ま

し
た
。

　

エ
キ
ス
ポ
の
開
催
に
合
わ
せ
、

オ
イ
ス
カ
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ

ル
の
永
石
安
明
副
総
裁
が
現
地
入

り
し
、
関
係
省
庁
で
意
見
交
換
し

ま
し
た
。
林
業
庁
で
は
、
エ
ル
キ

ン
・
ム
ヒ
デ
ィ
ノ
フ
長
官
と
面
会
。

オ
イ
ス
カ
が
取
り
組
む
緑
化
活
動

へ
の
理
解
を
深
め
た
長
官
か
ら
の

提
案
を
受
け
、
同
国
で
の
緑
化
推

進
に
お
け
る
連
携
に
関
す
る
M
O

U
を
取
り
交
わ
し
ま
し
た
。
日
本

か
ら
参
加
し
た
会
員
ら
も
同
席
し
、

空
気
か
ら
水
を
作
る
技
術
や
、
そ

れ
を
活
用
し
た
ア
ク
ア
ポ
ニ
ッ
ク

ス
な
ど
、
乾
燥
地
で
有
用
な
技
術

が
紹
介
さ
れ
、
長
官
か
ら
も
関
心

が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
高
い
技
術
を
持
つ
日

本
の
会
員
企
業
と
の
連
携
を
模
索

し
て
い
る
オ
イ
ス
カ
ウ
ズ
ベ
キ
ス

タ
ン
総
局
が
、
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ

ン
グ
の
機
会
を
創
出
し
、
日
本
か

ら
は
6
社
7
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

同
国
で
は
、
経
済
の
多
様
化
や
産

業
の
発
展
に
向
け
て
、
海
外
と
の

協
力
を
広
げ
る
動
き
が
進
ん
で
お

り
、
総
局
で
は
今
後
も
積
極
的
に

会
員
企
業
と
の
連
携
を
進
め
て
い

く
予
定
で
す
。

　
　

ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン

エ
コ
エ
キ
ス
ポ
で
ア
ラ
ル
海
の
活
動
を
紹
介

林
業
庁
と
の
連
携
に
関
す
る
M
O
U
に
署
名

5
月
25
日
か
ら
6
月
2
日
に
か

け
て
、
マ
レ
ー
シ
ア
・
サ
バ
州

P
B
P
O
S
（
オ
イ
ス
カ
研
修
生

O
B
・
O
G
グ
ル
ー
プ
）
の
メ
ン

バ
ー
が
来
日
。
オ
イ
ス
カ
本
部
、

研
修
セ
ン
タ
ー
な
ど
各
地
を
訪
問

し
ま
し
た
。
今
回
の
ツ
ア
ー
は
、

2
0
2
4
年
に
オ
イ
ス
カ
本
部
お

よ
び
国
内
4
研
修
セ
ン
タ
ー
（
愛

知
、
大
阪
、
香
川
、
福
岡
）
の
ス

タ
ッ
フ
が
O
B
・
O
G
の
調
査
の

た
め
同
州
を
訪
れ
、
P
B
P
O
S

の
メ
ン
バ
ー
と
交
流
し
た
こ
と
を

き
っ
か
け
に
企
画
。
そ
の
後
、
同

10
月
に
東
京
で
開
催
さ
れ
た
オ
イ

ス
カ
国
際
理
事
会
に
合
わ
せ
、

P
B
P
O
S
会
長
ら
が
国
内
研
修

セ
ン
タ
ー
な
ど
を
視
察
し
、
約
2

年
に
わ
た
る
準
備
期
間
を
経
て
、

よ
う
や
く
実
現
し
た
も
の
で
す
。

参
加
者
に
は
、
サ
バ
州
か
ら
派
遣

さ
れ
た
第
1
期
生
を
含
む
訪
日
研

修
生
O
B
9
名
の
ほ
か
、
サ
バ
州

の
研
修
セ
ン
タ
ー
修
了
生
や
そ
の

家
族
も
加
わ
り
、
総
勢
44
名
の
賑

や
か
な
ツ
ア
ー
と
な
り
ま
し
た
。

　

一
行
は
27
日
、
静
岡
県
の
オ
イ

ス
カ
創
立
者
ゆ
か
り
の
地
を
訪
れ
、

28
日
に
は
東
京
の
オ
イ
ス
カ
本
部

を
訪
問
。
オ
イ
ス
カ
イ
ン
タ
ー
ナ

シ
ョ
ナ
ル
の
中
野
悦
子
総
裁
の
講

話
に
、
熱
心
に
耳
を
傾
け
ま
し
た
。

ま
た
、P
B
P
O
S
の
ジ
ョ
ニ
ー
・

ビ
ン
・
ギ
ロ
ン
会
長
は
、
本
部
ス

タ
ッ
フ
と
の
交
流
の
場
で
「
私
た

ち
は
日
本
や
現
地
セ
ン
タ
ー
で
、

オ
イ
ス
カ
の
研
修
を
受
け
る
機
会

を
得
た
が
、
そ
れ
は
自
分
た
ち
の

力
だ
け
で
得
ら
れ
た
も
の
で
は
な

い
。
今
回
は
そ
の
恩
返
し
と
し
て
、

日
本
の
オ
イ
ス
カ
関
連
施
設
や
、

研
修
セ
ン
タ
ー
を
訪
問
す
る
ツ
ア

ー
を
実
施
し
た
」
と
挨
拶
し
ま
し

た
。

　

さ
ら
に
一
行
は
、
翌
29
日
か
ら

九
州
に
入
り
、
西
日
本
研
修
セ
ン

タ
ー
を
訪
問
。
同
セ
ン
タ
ー
の
O

B
も
参
加
し
て
お
り
、
施
設
の
見

学
や
ス
タ
ッ
フ
、
研
修
生
と
の
交

流
を
通
じ
て
、
当
時
を
懐
か
し
く

振
り
返
り
ま
し
た
。
ま
た
、
長
年

に
わ
た
り
オ
イ
ス
カ
の
委
託
研
修

生
な
ど
を
受
け
入
れ
て
き
た
種
苗

会
社
、
八
江
農
芸
を
視
察
し
た
ほ

か
、
平
和
学
習
の
一
環
と
し
て
長

崎
平
和
公
園
な
ど
も
訪
れ
ま
し
た
。

　

ツ
ア
ー
を
終
え
た
参
加
者
か
ら

は
「
今
回
は
、
家
族
も
一
緒
に
日

本
各
地
を
訪
れ
る
こ
と
が
で
き
、

ま
た
皆
さ
ま
の
温
か
い
お
も
て
な

し
に
深
く
感
動
し
た
。
機
会
が
あ

れ
ば
、
次
は
別
の
メ
ン
バ
ー
に
も

呼
び
か
け
、
日
本
を
再
訪
し
た
い
。

改
め
て
日
本
と
マ
レ
ー
シ
ア
の
強

い
絆
を
実
感
す
る
機
会
と
な
っ

た
」
と
の
感
想
が
届
き
ま
し
た
。

一
行
は
、
各
セ
ン
タ
ー
に
寄
附
金

を
贈
呈
し
、
研
修
当
時
や
こ
れ
ま

で
の
現
地
で
の
活
動
支
援
に
対
し
、

感
謝
の
気
持
ち
を
示
し
ま
し
た
。

　
　

マ
レ
ー
シ
ア
・
サ
バ
州
P
B
P
O
S

訪
日
研
修
生
O
B
・
O
G
ら
44
名
が
来
日

思
い
出
を
振
り
返
り
、
感
謝
を
伝
え
る
旅
へ

※

※
昨
年
、
生
態
・
環
境
保
護
・
気
候
変
動
省
か
ら
大

　

統
領
直
轄
の
独
立
機
関
と
し
て
改
変
さ
れ
た
。
林

　

業
庁
の
正
式
名
称
は
森
林
緑
化
推
進
お
よ
び
砂
漠

　

化
対
策
庁
で
、
同
委
員
会
の
傘
下
に
あ
た
る

ピ
ー
ビ
ー
ポ
ス
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中野良子前総裁を囲んで

ラバウル訪問。日の丸国旗の歓迎を受けた

心ほどける
美し国みえ

学
び
と
交
流
を
深
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
国
産
材
を
活
用
し
た

「
森
の
つ
み
木
広
場
」
や
、「
海
岸

林
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
活
動

な
ど
、
地
域
に
根
ざ
し
た
活
動
に

も
力
を
注
い
で
い
ま
す
。
現
在
の

会
員
数
は
20
名
弱
で
す
が
、
若
い

世
代
の
参
加
も
見
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
今
後
は
仲
間
づ
く

り
を
進
め
な
が
ら
、
地
域
活
動
の

充
実
と
と
も
に
、
再
び
海
外
で
の

植
林
活
動
や
国
際
交
流
事
業
に
も

挑
戦
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
皆
さ
ま
の
温
か
い
ご

支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

日
頃
よ
り
オ
イ
ス
カ
三
重
推
進

協
議
会
の
活
動
に
深
い
ご
理
解
と

ご
協
力
を
賜
り
、
心
よ
り
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

　

三
重
推
進
協
議
会
は
、
平
成
9

（
1
9
9
7
）
年
の
再
発
足
以
来
、

人
と
自
然
、
人
と
人
と
の
つ
な
が

り
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
こ
れ
ま

で
フ
ィ
ジ
ー
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、

パ
プ
ア
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
、
フ
ィ
リ

ピ
ン
・
ネ
グ
ロ
ス
島
な
ど
で
、
植

林
活
動
や
研
修
生
と
の
交
流
、
学

校
支
援
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

し
た
。
現
地
の
人
々
と
共
に
汗
を

流
し
な
が
ら
学
び
合
っ
た
経
験
は
、

人
を
育
て
る
こ
と
の
大
切
さ
や
国

際
協
力
の
意
義
を
実
感
す
る
貴
重

な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

先
日
は
、
オ
イ
ス
カ
豊
田
推
進

協
議
会
の
総
会
で
中
野
悦
子
理
事

長
の
講
演
を
拝
聴
し
、
オ
イ
ス
カ

の
活
動
が
環
境
保
全
や
国
際
協
力

だ
け
で
な
く
、
日
本
の
伝
統
や
文

化
、
人
を
思
い
や
る
心
を
次
世
代

へ
伝
え
る
大
切
な
取
り
組
み
で
あ

る
こ
と
を
改
め
て
認
識
し
ま
し
た
。

そ
の
お
話
を
伺
い
な
が
ら
、
か
つ

て
三
重
の
メ
ン
バ
ー
と
ラ
バ
ウ
ル

を
訪
れ
た
時
の
こ
と
を
思
い
出
し

ま
し
た
。
戦
没
者
慰
霊
碑
で
献
花

と
焼
香
を
行
い
、
般
若
心
経
を
唱

え
終
え
た
途
端
、
そ
れ
ま
で
晴
れ

て
い
た
空
か
ら
雨
が
降
り
出
し
、

誰
か
が
「
涙
雨
だ
」
と
つ
ぶ
や
き

ま
し
た
。
こ
の
地
に
眠
る
多
く
の

英
霊
が
、
私
た
ち
を
温
か
く
迎
え

て
く
だ
さ
っ
た
よ
う
に
感
じ
た
こ

と
を
今
で
も
鮮
明
に
覚
え
て
い
ま

す
。

　

近
年
は
会
員
の
高
齢
化
に
加
え
、

円
安
や
燃
油
サ
ー
チ
ャ
ー
ジ
の
高

騰
、
世
界
情
勢
の
変
化
な
ど
に
よ

り
、
海
外
で
の
活
動
が
難
し
く
な

っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
毎
月
の

役
員
会
で
は
前
総
裁
中
野
良
子
著

『
凛
と
し
て
命
』
を
題
材
と
し
た

勉
強
会
や
、
楽
し
く
ラ
ン
チ
を
い

た
だ
き
な
が
ら
意
見
交
換
を
重
ね
、

オ
イ
ス
カ

便
り

全国の支部や支援組織を
ピックアップして紹介します

支部概要

今回は

三重推進協議会

人
と
自
然
、
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に

環
境
保
全
・
人
材
育
成
活
動
に
取
り
組
む

　三重推進協議会は、初代会長、三浦道義氏による三重県支部の活動を礎とし、一時活
動休止を経て、平成９（1997）年に再発足。これまで、パプアニューギニアやフィリピ
ンなどでの植林活動や研修生との交流を通じて、国際協力と人材育成に取り組んできま
した。近年は、国産材を活用した「森のつみ木広場」の実施や「海岸林再生プロジェク
ト」への参加など、地域に根ざした環境保全、木育活動を推進しています。人と自然、
人と人とのつながりを大切にしながら、持続可能な社会づくりと次世代育成に取り組ん
でいます。

三重推進協議会　会長

竹尾  博光
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つみ木広場で木の温もりや香りを全身で感じる子ど
もたち

今年度もオイスカ三重の集いを開催しました（2026年5月28日）

地
域
と
の
連
携
を
深
め

知
る
、
体
験
す
る
、

実
践
す
る
活
動
を
展
開

三重推進協議会事務長　中西幸照

2
0
2
5
年
度
、
オ
イ
ス
カ
三

重
推
進
協
議
会
で
は
、
年
間
を
通

じ
て
幹
事
会
を
定
期
開
催
し
、
会

員
相
互
の
交
流
を
深
め
、
情
報
共

有
を
促
進
し
な
が
ら
、
積
極
的
に

活
動
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

5
月
に
は
、「
総
会
＆
オ
イ
ス
カ

三
重
の
つ
ど
い
」
を
開
催
し
、
会

員
の
み
な
ら
ず
多
く
の
方
に
ご
参

加
い
た
だ
き
ま
し
た
。
当
日
は
オ

イ
ス
カ
本
部
か
ら
藤
井
啓
介
人
材

育
成
部
長
を
講
師
に
迎
え
、「
ミ
ャ

ン
マ
ー
地
震
緊
急
報
告
〜
被
災
地

に
希
望
を
届
け
た
い
〜
」
と
題
し

た
講
演
を
実
施
。
昨
年
3
月
に
ミ

ャ
ン
マ
ー
で
発
生
し
た
地
震
の
被

害
状
況
や
、
現
地
で
今
必
要
と
さ

れ
て
い
る
支
援
、
そ
し
て
オ
イ
ス

カ
が
取
り
組
む
支
援
活
動
に
つ
い

て
理
解
を
深
め
ま
し
た
。
ま
た
、

ミ
ャ
ン
マ
ー
出
身
の
中
部
日
本
研

修
セ
ン
タ
ー
（
以
下
、
セ
ン
タ
ー
）

の
研
修
生
に
よ
る
お
手
製
の
お
菓

子
が
振
る
舞
わ
れ
、
さ
ら
に
伝
統

舞
踊
の
披
露
も
あ
り
、
研
修
生
や

参
加
者
同
士
の
温
か
な
交
流
の
場

と
な
り
ま
し
た
。

10
月
に
は
、
宮
城
県
で
開
催
さ

れ
た
第
48
回
全
国
育
樹
祭
に
三
重

推
進
協
議
会
の
吉
見
明
博
副
会
長

が
参
加
し
、「
海
岸
林
再
生
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
」
の
現
場
も
視
察
。
海
岸

防
災
林
の
育
成
を
通
じ
て
、
災
害

へ
の
備
え
と
自
然
環
境
の
大
切
さ

を
改
め
て
学
び
ま
し
た
。

　

ま
た
、
特
に
力
を
入
れ
て
取
り

組
ん
だ
の
が
「
森
の
つ
み
木
広
場
」

で
す
。
津
市
立
朝
陽
中
学
校
や
四

日
市
市
の
保
々
こ
ど
も
園
で
開
催

し
、
多
く
の
子
ど
も
た
ち
が
国
産

材
で
で
き
た
つ
み
木
に
触
れ
な
が

ら
自
由
な
発
想
で
作
品
づ
く
り
を

楽
し
み
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
は

互
い
に
声
を
か
け
合
っ
て
大
き
な

作
品
を
つ
く
り
上
げ
、
木
の
温
も

り
や
香
り
を
感
じ
な
が
ら
、
創
造

力
や
協
調
性
を
育
ん
で
い
ま
し
た
。

デ
ジ
タ
ル
化
が
進
む
現
代
だ
か
ら

こ
そ
、
木
に
触
れ
、
人
と
関
わ
り

な
が
ら
遊
ぶ
体
験
の
大
切
さ
を
改

め
て
実
感
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
12
月
12
日
は
四
日
市

大
学
で
、
学
生
を
対
象
と
し
た
オ

イ
ス
カ
に
つ
い
て
の
講
義
を
開
催
。

セ
ン
タ
ー
で
イ
ン
タ
ー
ン
を
経
験

し
た
荒
川
良
寛
氏
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
講
師
と
し
て
迎
え
、
若
い
世
代

の
共
感
を
生
む
素
晴
ら
し
い
お
話

を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
も
活
動
を
さ
ら
に
充
実

さ
せ
る
と
と
も
に
、
地
域
社
会
と

の
連
携
を
深
め
な
が
ら
、
環
境
保

全
や
青
少
年
育
成
、
復
興
支
援
活

動
に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
小
さ
な

行
動
の
積
み
重
ね
を
大
切
に
し
、

地
域
に
根
ざ
し
た
活
動
を
続
け
て

ま
い
り
ま
す
。

近
況

R
E
P
O
R
T

おらが

自慢！
しても人気で、四日市コンビナートの

幻想的な風景が多くの人を魅了してい

ます。

　さらに、地元グルメの “とんてき”

も外せません。

　自然豊かな菰野町は、鈴鹿山脈のふ

もとに広がり、御在所岳や湯の山温泉

など四季折々の風景が楽しめます。登

山や温泉で心身を癒せる、静かな魅力

あふれる地域です。これら三つの地域

は、それぞれ異なる個性で三重の魅力

を彩っています。

四季の美しい景色とおいしい特産物が楽しめる！

“とんてき” は、
厚切りの豚肉を

ニンニクと濃厚ソースで
ソテーした四日市の
名物料理です！

　三重県を代表するスポットとして挙

げられるのは、まずはもちろん皆さん

ご存じ『お伊勢さん』ですね。

　内宮・外宮を中心に、日本の総氏神

　　　　　　　　　として古くから信

　　　　　　　　　　仰を集める伊勢

　　　　　　　　　　神宮。厳かな森

　　　　　　　　　　の中で心が整う

　　　　　　　　　　特別な場所です。

　　　　　　　　　門前町のおかげ横

丁では、伊勢うどんや赤福など名物グ

ルメも楽しめます。

　また、工業都市として発展してきた

四日市市は、現在では夜景スポットと
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センターの研修には、
日本語や日本文化を学ぶ
短期研修の受け入れも

あります！

研修生OBの中には、
帰国後に母国で政府の
大臣に就いた人も
複数名います

1

2

3

受け入れ国・地域のうち
日本から最も

距離が遠い国は、
南米のウルグアイ！

地域別受け入れ人数

（人）

各国の農村開発や環境保全活動に
の受け入れが始まったのは1963年。
の農家や企業に技術指導を委託する
ターで行うオイスカ独自の
青年が日本での研修を
年を超える研修事業の
藤井啓介が
ます。

オイスカ 日研修生・
生

研修に含みます

受け入れ人数

5,607人延べ
（研修生数：3,505 人／技能実習生数：2,102 人）

約63年間で、5,600人を超える海外の青年が日本での研修
を修了しました。性別の内訳は男性8割、女性2割。研修
内容は円グラフの通り、センターで行う研修では、農業
分野が8割を占めます。ほかにも女性向けに家政や生活
改善コースなども受け入れてきました。
　一方で技能実習と委託研修も農業（6割）や製造業（2
割）が主流ですが、近年の技能実習生増加に伴い、自動
車整備や介護といったサービス業の受け入れも拡大。時
代や社会のニーズに合わせ、多様な分野での国際人材育
成に取り組んでいます。

1

受け入れ国・地域の数

58
研修生の受け入れは1963年、フィリピン（機械）とガーナ
（繊維技術）からの受け入れに始まりました。その後63
年間で58の国と地域から研修生を受け入れましたが、
約9割はアジア圏。そのうち、研修生数と技能実習・委
託研修生数の割合は3：2でセンターでの受け入れが多
く、男女比は4：1でした。続いて、南太平洋諸国を含
むオセアニア圏が多く、アジア圏と合わせると受け入れ
人数の割合が98%と、ほとんどを占めます。

2

平均年齢

25.8歳
全研修生、技能実習生のうち、生年月日の記録がある
5,453名の入国時の平均年齢は25.8歳で、改めてオイス
カの研修が青年を対象とした研修で
あることがわかります。そのうち、
最年少は1968年のインドからの
15歳、最年長は1982年と89年の
台湾（短期研修）からの63歳でし
た。さらに研修生のみの平均は27歳、
技能実習生は24歳。男女別では、
男性26歳、女性25歳でした。

3
82% 63%21%

16%

0.0001%

1% 5%
5%3%

3%

センター研修のコース別人数の割合
■農業　■漁業　■林業　■家政　
■生活改善　■日本語・日本文化　■その他

技能実習・委託研修の
業種別人数の割合
■農業　■製造　■サービス　■その他

アフリカ圏

男性

女性

28

12

21

22

4,129

998

2

1

324

70

アメリカ圏 アジア圏 ヨーロッパ圏 オセアニア圏

82% 63%%

！

！

！
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委託研修では、日本の最先端技術だけでなく、職場の
改善・効率化のための5S（整理・整頓・清掃・清潔・しつ
け）やチームワークなども学んだ（写真は1980年頃）

1963年以降、受け入れ
人数が一番少なかった年は、
新型コロナ感染拡大による
渡航制限が行われた
2021年（1名）でした

基礎研修を終えて、
修了証を手に！

レタスの出荷作業、
がんばります！

受け入れ初期には
船で海を渡り、

数ヵ月かけて来日した
研修生も！

5

4

6

オイスカは創立以来、人材育成を基盤に、
これまで取り組んできました。訪日研修生
現在の技能実習制度にも通じる、外部
「委託研修」に始まり、70年代からはセン
農業研修がスタート。現在、多くの農村
修了し、母国で活躍しています。この60
数値データをもとに、人材育成部長の
オイスカの訪日研修のあゆみを振り返り

オイスカ訪
技能実習

数字で見る！
TOPIC

※データ、グラフ、表は全て1963～2026年4月のデータを参照
※技能実習生数には委託研修生を含みます
※技能実習制度移行前の農業分野の委託研修生は、センター

受け入れ人数が一番多い年

1991年
1991年に受け入れた人数は225人。そのうち140人が委
託研修でした。当時は、センターでのJICA受託の農業研
修に加え、全国の受け入れ企業で、農業や製造、サービ
スなど幅広い分野で委託による技術研修が行われ、日本
企業と各国送り出し機関との交流も活発だったことがう
かがえます。なお、研修生のみでは1988年の113人が最
多で、バブル崩壊前の好景気も背景の一つと考えられま
す。また、技能実習生は、1991年に並び2022年も140人
で最多となっており、近年の技能実習生受け入れの増加
傾向を反映しています。

5

2 回以上来日した人数

342 人
最多は4回（5名）で、いずれもフィリピン出身者でした。
1回目はセンターの農業研修に参加し、2回目以降は農業
指導や、外部の委託研修生として来日するといったケー
スです。最近は、センターの研修に参加した後、技能実
習生として来日する例も増加傾向にあります。

4

研修生・技能実習生数が一番多い国

1,545人
研修生、技能実習生・委託研修生ともに、最多はフィリ
ピンでした。同国は、日本からの技術員派遣数と現地研
修センター数も最多で、フィリピン各地のセンターで育
成した人材を日本へ派遣する体制が整っていたことから、
長年にわたり多くの訪日研修生を派遣できたといえます。
次に多いマレーシアは、技能実習生・委託研修生の数が
フィリピンとほぼ同規模です。その背景には、1967年に
マレーシア政府・地域開発省傘下で人材育成を担うマラ
公団とオイスカとの連携が始まり、同公団
を通じて工業分野を中心に多くのマレーシ
ア青年を受け入れてきた歴史があります。

6
！

！

！
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松岡  篤彦（42）

中部日本研修センター　研修第二課（技能実習）

技
能
実
習
生
に
は
も
っ
と
日
本
を
楽
し
ん
で
、

頑
張
る
た
め
の
心
の
根
を
し
っ
か
り
張
っ
て
ほ
し
い

良いクラスづくりを
目指しています！

技能実習生もセンターのイベントに積極的に参加。地域の人々との交流を通
じて、日本語への親しみも深まる。（写真はGGRのチャリティバザー／5月8日）

スタッフも姿勢を
正して朝礼に

臨んでいます！

今月のこの人
　

現
在
、
中
部
日
本
研
修
セ
ン
タ
ー
で
、

技
能
実
習
生
が
会
社
に
配
属
さ
れ
る
前
に

日
本
語
や
日
本
で
の
生
活
を
学
ぶ
2
ヵ
月

間
の
基
礎
研
修
な
ど
を
担
当
す
る
松
岡
さ

ん
。
も
と
も
と
高
校
の
教
員
を
務
め
て
い

た
経
験
か
ら
、
実
習
生
に
は
、
ス
タ
ッ
フ

を
信
頼
し
て
も
っ
と
利
用
し
、
そ
し
て
〝
校

則
違
反
〞
に
な
ら
な
い
範
囲
で
自
発
的
に

活
動
し
て
ほ
し
い
と
、
彼
ら
の
成
長
を
日

々
見
守
っ
て
い
ま
す
。

―
高
校
の
先
生
が
ど
う
し
て
オ
イ
ス
カ

に
？

　

教
員
を
辞
め
た
後
、
ど
う
し
よ
う
と
思

っ
て
い
た
時
に
相
談
を
し
た
の
が
、
オ
イ

ス
カ
の
会
員
さ
ん
だ
っ
た
ん
で
す
。
と
い

う
の
も
、
以
前
か
ら
両
親
が
ご
近
所
付
き

合
い
を
し
て
い
た
あ
る
ご
夫
婦
が
い
て
、

互
い
の
家
に
出
入
り
す
る
ほ
ど
仲
が
良
か

っ
た
ん
で
す
。
私
も
頻
繁
に
お
会
い
し
て

い
た
中
で
、
そ
の
ご
主
人
に
今
後
の
話
を

し
た
ら
「
面
白
い
と
こ
ろ
が
あ
る
よ
」
と

オ
イ
ス
カ
を
教
え
ら
れ
ま
し

た
。
そ
れ
で
、
さ
っ
そ
く
県

内
に
あ
る
中
部
日
本
研
修
セ

ン
タ
ー
を
訪
ね
て
み
る
と
、

確
か
に
面
白
か
っ
た
。
こ
れ

ま
で
自
分
の
周
り
に
、
こ
れ

ほ
ど
国
際
色
豊
か
な
と
こ
ろ

が
な
か
っ
た
し
、
野
菜
と
卵
が
今
ま
で
で

一
番
ぐ
ら
い
美
味
し
か
っ
た
。
し
か
も
、

当
時
食
堂
を
担
当
し
て
い
た
の
は
フ
ィ
リ

ピ
ン
人
ス
タ
ッ
フ
で
、
ど
ん
な
料
理
が
出

て
く
る
ん
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
た
ら
、
美

味
し
い
ひ
じ
き
の
煮
も
の
が
出
て
き
て
、

不
思
議
な
と
こ
ろ
だ
な
ぁ
と
感
じ
ま
し
た
。

　

面
接
時
に
は
、
技
能
実
習
生
の
日
本
語

や
生
活
指
導
な
ど
の
研
修
を
や
っ
て
ほ
し

い
と
い
う
話
が
あ
り
、
前
職
の
経
験
も
あ

り
ま
す
の
で
、
こ
れ
だ
っ
た
ら
お
邪
魔
に

は
な
ら
な
い
か
な
と
入
職
を
決
め
ま
し
た
。

で
も
決
め
手
は
、
小
杉
裕
一
郎
所
長
の
「
松

岡
く
ん
、
こ
こ
は
ね
、
や
り
が
い
だ
け
は

あ
る
よ
」
の
一
言
。
正
直
な
方
だ
な
と（
笑
）。

2
0
2
3
年
に
セ
ン
タ
ー
の
ス
タ
ッ
フ
に

な
り
、
も
う
4
年
目
で
す
が
、
良
く
も
悪

く
も
偽
り
の
な
い
言
葉
だ
っ
た
な
と
思
い

ま
す
。

―
日
本
語
の
指
導
で
は
特
に
教
員
の
経

験
が
活
き
ま
す
ね

　

コ
ツ
は
な
ん
と
な
く
身
に
付
け
て
い
る

の
で
授
業
を
成
立
さ
せ
る
こ
と
自
体
は
で

き
る
の
で
す
が
、
一
方
で
質
を
高
め
る
こ

と
に
難
し
さ
を
感
じ
て
い
ま
す
。
日
本
人

な
ら
、
日
本
語
で
深
い
話
も
で
き
ま
す
が
、

実
習
生
に
は
簡
単
な
言
葉
で
、

伝
わ
る
よ
う
に
話
す
こ
と
が

大
切
に
な
る
た
め
、
教
科
書

の
基
礎
に
絡
め
て
応
用
の
知

識
を
教
え
た
り
、
根
本
か
ら

理
解
で
き
る
よ
う
に
内
容
を

補
填
し
た
り
す
る
こ
と
に
苦

心
し
て
い
ま
す
。
教
員
時
代
の
師
匠
に
、

「
授
業
は
落
語
だ
と
思
い
な
さ
い
」
と
言

わ
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。「
枕
が
あ
っ
て
、

内
容
が
あ
っ
て
、
最
後
に
オ
チ
が
あ
る
。

今
日
の
話
は
こ
う
い
う
こ
と
な
ん
だ
っ
て

ち
ゃ
ん
と
頭
に
残
る
よ
う
に
、
一
つ
の
物

語
と
し
て
良
い
も
の
を
つ
く
り
な
さ
い
」

と
。
そ
の
ス
ト
ー
リ
ー
立
て
に
い
つ
も
頭

を
悩
ま
せ
て
い
ま
す
。

　

で
も
実
習
生
た
ち
は
、
授
業
外
で
も
自

分
で
努
力
し
て
ど
ん
ど
ん
上
達
し
て
い
き

ま
す
ね
。
男
の
子
も
女
の
子
も
あ
る
程
度

人
数
が
い
る
と
、
彼
ら
自
身
で
予
定
を
立

て
て
ス
ポ
ー
ツ
を
し
た
り
、
休
み
の
日
に

外
出
し
た
り
し
て
い
ま
す
。
そ
う
い
う
時
、

皆
で
仲
良
く
し
よ
う
と
す
る
と
、
共
通
語

が
日
本
語
し
か
な
い
の
で
日
本
語
も
上
手

く
な
る
ん
で
す
。
特
に
女
の
子
が
い
る
と

男
の
子
は
頑
張
り
ま
す
ね
。
そ
う
し
て
良



July  2026  OISCA ｜ 今月のこの人11

日本語
ボランティア

加藤  喜昭さん

い
ク
ラ
ス
が
で
き
て
い
く
ん
で
す
。

　

教
員
は
よ
く
教
え
導
く
と
い
い
ま
す
が
、

そ
う
で
は
な
く
、
彼
ら
が
自
分
た
ち
で
考

え
て
行
動
し
て
、
悪
い
方
向
に
行
か
な
い

よ
う
に
見
守
る
。
研
修
で
も
、
そ
れ
が
理

想
だ
と
考
え
て
ま
す
。

―
ど
ん
な
時
に
一
番
「
や
り
が
い
」
を

感
じ
ま
す
か
？

　

一
番
は
「
宴
会
」
で
す（
笑
）。
セ
ン
タ

ー
で
は
花
見
な
ど
季
節
ご
と
に
親
睦
会
を

開
催
し
て
い
て
、
そ
の
時
に
音
楽
を
か
け

て
皆
で
歌
っ
た
り
す
る
ん
で
す
。
い
ろ
い

ろ
な
国
の
人
が
一
緒
に
楽
し
く
過
ご
し
て

い
る
の
を
見
て
い
る
と
、
な
ん
だ
か
小
さ

な
世
界
平
和
が
あ
る
気
が
し
て
、
い
い
光

景
だ
な
あ
と
思
い
ま
す
。
日
頃
の
取
り
組

み
が
、
国
境
を
越
え
た
良
い
関
係
を
つ
く

っ
て
い
る
と
思
う
と
、
や
っ
て
い
て
良
か

っ
た
と
感
じ
ま
す
。

　

実
習
生
は
、
家
族
へ
の
仕
送
り
に
意
識

が
向
き
が
ち
で
す
が
、
頑
張
り
続
け
る
た

め
に
も
、
も
っ
と
日
本
を
楽
し
ん
で
も
ら

い
た
い
で
す
。
日
本
語
を
勉
強
し
て
、
友

だ
ち
を
つ
く
っ
て
、
ど
こ
か
に
遊
び
に
行

っ
た
り
、
日
本
で
の
生
活
を
楽
し
め
た
ら
、

自
分
の
や
り
た
い
こ
と
や
目
標
に
向
け
て
、

さ
ら
に
心
の
根
っ
こ
が
し
っ
か
り
し
て
い

く
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と
思
い
ま
す
。

とある日の

松岡さんの1日

06：45 ラジオ体操・掃除
センターの朝は、ラジオ
体操ですっきりと体を起
こし、掃除をすることか
ら始まります。研修生、
技能実習生、スタッフ皆
で取り組みます！

08：30 ホームルーム
研修生、技能実習生と一緒に、一日のスケジュール
を確認。この時間に日本の文化やルールを教えるこ
とも。

14：00 会社訪問

実習生が積極的に日本語で話せるよう、なるべく国
が偏らないように席に着き、皆で一緒に昼食を食べ
ます。

本日もいい天気
元気に敬礼！08：00 点呼

研修生と実習生合同で点
呼と国旗掲揚を行います。

09：00 日本語指導
日本語の指導を通して、
実習生とコミュニケー
ションを取ります。セン
ターでの２ヵ月でどのよ
うな関係性を築けるかが、
実習先への配属後の指導
にも大きく関わります。

12：00 昼食

実習生の配属先の会社を
訪問。必要書類の受け渡
し、実習生に関する相談
など、意外とやることが
たくさんあります。

19：00 巡回指導
実習生の仕事が終わった
あと、宿舎での生活指導
を兼ねて面談を行います。

松岡さんは、センターの男性陣の中で、
40歳越えにして最ヤングという立場です。
その上、オイスカに籍を置いてから日が
浅い。しかしフットワークが軽く、技能
実習生や訪問者を空港へ送迎したり、実
習生の勤務先へ出かける時などは、颯爽
とハンドルを握ります。時には、県外へ
出かける時もあります。長時間の運転も
気にしないタフな体力の持ち主です。掛

かってきた電話には、間髪を容れず受話器に手が伸びます。
デスクワークでも顔をしかめながら、パソコンに向かってい
ます。ハードにも強いのです。前職は教員でしたので、日本
語指導や現場学習の引率で、指導の目標や見学の狙いを分か
りやすく研修生に説明しているのには、さすがだなあと思わ
せられます。
　時に私は、愛知県支部職員の村松明さんを交え、３人でお
酒を酌み交わします。ある時、松岡さんはこんなことを語り
ました。「オイスカ活動の現場を体験したい」彼は、海外駐在
員になって夢を叶えたいと考えているようです。私も、その
日が来るのを楽しみにしています。

コミュニケーション
が大切です

会員さんからひとこと

日
本
福
祉
大
学
情
報
学
科
を
卒
業
後
、
高
校
で
情
報

科
目
の
教
員
を
務
め
る
。
将
来
の
生
き
方
に
迷
っ
て

い
た
と
こ
ろ
、
知
り
合
い
の
紹
介
で
オ
イ
ス
カ
を
知

り
、
2
0
2
3
年
入
職
。
現
在
、
研
修
第
二
課
（
技

能
実
習
）
を
担
当
。

松
岡　

篤
彦
（
ま
つ
お
か　

あ
つ
ひ
こ
）
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Vol.19

木々が大きく生長して緑に視界が遮られ、上（植林時）の写真と同じ
構図では撮影できなくなった

SQUARE
OISCA

歴
史
さ
ん
ぽ

オ
イ
ス
カ

タ
イ
・
チ
ェン
ラ
イ
県
チ
ェン
コ
ン
郡
ホ
イ
エ
ン
村

元
日
本
兵
の
恩
返
し
か
ら
つ
な
が
る
森
づ
く
り

ラオスとの国境、メコン川沿いに広
がる森はかつて、水源地であるにもか
かわらず木々が不法伐採され、単一作
物栽培や焼畑により一面のはげ山でし
た。オイスカが、ここにもう一度緑を
取り戻そうと活動を始めたのは約30年
前。きっかけは、第二次世界大戦中に
遡ります。命からがら逃れた日本軍兵
士が、この地で村人に優しく迎えられ、
食べ物を分けてもらい、助けられたと
いうのです。そのお礼の気持ちから、
元日本軍兵士の方々がオイスカを通じ
て森づくりをスタートしたのです。
　しかしながら当初の活動では、山林
火災や、森づくりの技術や資金不足も

あり、計画の全てを成功させることは
できませんでした。そして時が経ち、
先の戦争から続く多くの方々の思いを
つなぐため、2010年頃に活動を再開。
日本から多くの企業や団体、個人の支
援が集まる中、培ってきた森づくりの
経験を活かして、地域の方々と地道な
努力を重ねてきました。その結果、今
では豊かな森と、その森を大切にしな
がら共に生きるコミュニティを育てる
ことができました。戦時中の村人の優
しい思いやりが、長い年月を経て、現
在の住民の生活を支える森づくりにつ
ながり、地域に愛されるかけがえのな
い存在となっています。

写
真
か
ら
伝
わ
る

さ
ま
ざ
ま
な
思
い
に

フ
ォ
ー
カ
ス
！

タケノコやキノコ、
はちみつなどが採れる
豊かな森になりました！

木陰の全くないはげ山への
植林。子どもたちも一緒に
一本一本丁寧に苗木を植えた。
右奥に見えるのはラオス

2026年

2012年

木
構
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OISCA

レストラン

ラペットゥ

OISCA
お！ススメ

国内外のオイスカスタッフから、さまざまなジャンルの
「オススメ」を紹介します！

BOOK

大学生時代に研究室の先生に勧められて知った本です。熱中して読み、
気づけば東南アジアを陸路で回る旅に出ていました。シンガポールに始ま
り、マレーシア、タイ、ラオス、ベトナム、香港を約１ヵ月かけてひとり
で回りました。バックパックの旅は刺激的で楽しい反面、疲れ果ててしま
うこともありますが、今度はユーラシア大陸を横断したいと思っています。
読めばきっと誰もが旅に出たくなるはずです。

ミャンマーのお茶の葉サラダ

（本部E.H）

ミャンマーからの
技能実習生３人で
食べました！

全6巻！シリーズを通して
アジア、中東、ヨーロッパを

旅します！

ことも多いです。味付けや具材は家庭によっても違
い、好みに合わせて自由につくることができます。
酸味や苦味、塩気もあり、最初は少し意外な味に感
じるかもしれませんが、
食べるほどにクセにな
る味です。
　日本で買える材料で
も手軽につくれるので、
皆さんもぜひお試しく
ださい！
（株式会社やさしい手
技能実習生／ピュー）

　ラペットゥは、発酵させた茶葉をさまざまな具材
と混ぜ合わせてつくるミャンマーの伝統料理です。
「ラペッ」がお茶の葉、「トゥ」は和え物やサラダを
意味します。日本では、お茶にしたり、粉末にして
お菓子などの加工品に用いることが多い茶葉ですが、
ミャンマーでは発酵させて料理に使うのが一般的で、
ラペットゥはその代表的な食べ方です。祝祭や来客
時のおもてなしの料理としてもよく登場し、年配の
世代では揚げた豆、ゴマ油、発酵茶葉などの具材を
混ぜずに盛りつけるシンプルな食べ方が好まれます。
　一方で若い世代では、基本の材料に加え、ニンニ
ク、ゴマ、キャベツ、トマトを混ぜてアレンジする

読んだら旅に出たくなる！　深夜特急
沢木耕太郎『深夜特急1 ―香港・マカオ―』（新潮文庫刊）

右からスエ、ニーニートウン、ピュー
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ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
決
済

代
行
会
社
移
行
の
お
知
ら
せ

関
西
支
部

移
転
の
お
知
ら
せ

オイスカHP「個人の皆さま」の画面からもお手続きいただけます

コングラントお申込み画面

※「
子
供
の
森
」
計
画
の
継
続
支
援
者
の
皆

　

さ
ま
に
は
、
順
次
郵
送
で
登
録
に
関
す
る

　

お
知
ら
せ
を
お
送
り
し
て
お
り
ま
す
。
お

　

手
元
に
届
き
ま
し
た
ら
ご
覧
の
上
、
お
手

　

続
き
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

会員

マンスリー
サポーター

コングラントお申込み画面

オイスカHP「個人の皆さま」の画面からもお手続きいただけます

　

い
つ
も
温
か
い
ご
支
援
を
誠
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

で
の
ご
寄
附
に
つ
き
ま
し
て
、
決
済

代
行
会
社
の
「
S
M
B
C

G
M
O

P
A
Y
M
E
N
T
株
式
会
社
」
を
通

じ
て
お
預
か
り
し
て
い
ま
し
た
が
、

こ
の
度
利
便
性
と
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー

の
観
点
に
よ
り
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

ド
か
ら
の
ご
寄
附
の
引
き
落
し
を
現

行
の
決
済
会
社
か
ら
「
コ
ン
グ
ラ
ン

ト
株
式
会
社
」
に
変
更
い
た
し
ま
し

た
の
で
、
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

　

カ
ー
ド
決
済
で
の
ご
支
援
継
続
を

ご
希
望
の
会
員
（
マ
ン
ス
リ
ー
サ
ポ

ー
タ
ー
含
む
）
の
皆
さ
ま
は
、
次
の

Q
R
コ
ー
ド
か
ら
ご
登
録
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。
ま
た
新
規
で
カ
ー
ド

決
済
で
の
支
援
を
ご
希
望
の
方
も
登

録
い
た
だ
け
ま
す
。

研修センター日記

中部日本研修センターの研修期間は、農業、家政コースともに２
年間です。農業コースでは毎年４名が入所し、２年目の研修生を含
め、計８名が在籍しています。１年目で基礎を学び、２年目は学ん
だことを後輩に教えるというスタイルです。畑では身近なものでつ
くった有機肥料を使用し、養鶏では分けてもらったスーパーの野菜
くずや、豆腐屋のオカラを配合飼料に混ぜています。有機農業は一
般の栽培より難しいですが、農業を通じて自然との関わりを学ぶこ
とを大切にしています。５月下旬の今、研修生たちは田植えや夏野
菜の定植を終え、農業機械の操作や、初めてのビニールハウスでの
野菜栽培も体験しています。自国とは違う環境や方法での農業は、  
研修生にとって難しくもあり、興味深くもあるようです。（筑田）

Vol.6 中部日本研修センター

自然との関わりを学ぶ農業研修

7
月
よ
り
、
関
西
支
部
事
務
所
を

オ
イ
ス
カ
関
西
研
修
セ
ン
タ
ー
内
へ

移
転
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

■
新
住
所

〒
5
6
3
‐
0
1
0
1

大
阪
府
豊
能
郡
豊
能
町
吉
川
1
2
0

オ
イ
ス
カ
関
西
研
修
セ
ン
タ
ー
内

帰国後は
バングラデシュセンターで
全力を尽くします！

〈クレジットカード決済に関するお問い合わせ〉
公益財団法人オイスカ　総務部
TEL : 03-3322-5161
E-mail : kaiin@oisca.org

コ
コ
を
ク
リ
ッ
ク

↓

ラキブ（バングラデシュ）
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ご
支
援
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！ 

寄
附

新
会
員
の
紹
介

〈
お
詫
び
〉

本
誌
2
0
2
6
年
5
月
号
「
今
月
の
こ
の
人
」（
11

ペ
ー
ジ
）、
先
生
か
ら
ひ
と
こ
と
内
の
お
名
前
の
表

記
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
正
し
い
お
名
前
は
以
下

の
通
り
で
す
。

　

誤　

岡
本
さ
ん

　

正　

岡
村
さ
ん

ご
本
人
さ
ま
、
関
係
者
の
皆
さ
ま
に
ご
迷
惑
を
お
か

け
し
ま
し
た
こ
と
、
深
く
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

新
し
く
会
員
に
な
ら
れ
た
方
は
次
の
通

り
。（
2
0
2
6
年
4
月
1
日
〜
4
月
30

日
ま
で
の
間
、本
部
登
録
済
分
。順
不
同
、

敬
称
略
）

■
特
別
法
人

【
京
都
府
】株
式
会
社
健
康
フ
ァ
ー
ム

■
維
持
法
人

【
東
京
都
】ド
レ
ミ
ン
グ
ジ
ャ
パ
ン
株
式

会
社
／
株
式
会
社
ハ
ー
ミ
ッ
ト
ク
ラ
ブ

デ
ザ
イ
ン【
山
梨
県
】テ
ィ
ー
エ
ー
シ
ー

武
田
消
毒
株
式
会
社【
富
山
県
】三
菱
ケ

ミ
カ
ル
株
式
会
社
富
山
事
業
所【
愛
知

県
】株
式
会
社
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
サ
ポ
ー

ト■
維
持
個
人

【
宮
城
県
】佐
藤
幸
恵【
東
京
都
】大
川
内

隆
朗
／
七
田
幸
彌【
静
岡
県
】佐
地
茂
人

／
菱
沼
学【
富
山
県
】橋
本
匡
史
／
古
井

康
介
後
援
会
／
森
沢
恵
美
子
／
久
郷
愼

治【
香
川
県
】岩
瀬
典
子
／
豊
嶋
稔
／
國

方
亮【
徳
島
県
】原
田
和
典【
高
知
県
】山

﨑
勝
彦【
福
岡
県
】平
井
正
則【
大
分
県
】

古
庄
重
生

2
0
2
6
年
3
月
1
日
〜
4
月
30
日
ま

で
に
い
た
だ
い
た
寄
附
は
次
の
通
り
。

（
順
不
同
、
敬
称
略
）

●
新
倉
和
歌
子（
東
京
都
）／
東
テ
ィ
モ

ー
ル
研
修
生
受
け
入
れ
に
3
0
0
万
円

●
エ
プ
ソ
ン
販
売
株
式
会
社
／
海
外
開

発
協
力
事
業
に
2
0
0
万
円

●
株
式
会
社
ク
ラ
フ
テ
ィ
ア
／
人
材
育

成
事
業
に
1
2
1
万
1
5
0
0
円

●
イ
ン
フ
ロ
ニ
ア
・
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ

ス
株
式
会
社
お
よ
び
前
田
建
設
工
業
株

式
会
社
／「
子
供
の
森
」計
画
に
1
5
0

万
円

●
C
O
S
M
O
エ
コ
基
金
／
海
外
開
発

協
力
事
業
に
1
1
5
万
8
5
4
5
円

●
三
菱
自
動
車
工
業
株
式
会
社
／「
子

供
の
森
」計
画
と「
パ
ジ
ェ
ロ
の
森
活

動
」に
合
わ
せ
て
1
0
5
万
3
0
0
8
円

●
三
菱
自
動
車
S
T
E
P
募
金
／「
子

供
の
森
」計
画
に
22
万
円

●
デ
リ
シ
ャ
ス
株
式
会
社
／「
子
供
の

森
」計
画
に
1
0
0
万
円

●
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ー
ド
株
式
会
社
／「
子

供
の
森
」計
画
に
1
0
0
万
円

●
K
D
D
I
株
式
会
社「
キ
ボ
ウ
の
カ

ケ
ハ
シ
」／
富
士
山
の
森
づ
く
り
に
82

万
8
8
9
2
円

●
一
般
社
団
法
人
北
海
道
C
G
C
み
ど

り
と
こ
こ
ろ
の
基
金
／
啓
発
普
及
事
業

に
90
万
円

●
オ
イ
ス
カ
国
際
活
動
促
進
福
岡
県
議

会
議
員
連
盟
／
人
材
育
成
事
業
に
60
万

円●
株
式
会
社
関
電
工
／
富
士
山
の
森
づ

く
り
に
50
万
円

●
住
友
重
機
械
工
業
株
式
会
社
／
富
士

山
の
森
づ
く
り
に
50
万
円

●
鈴
健
興
業
株
式
会
社
／
富
士
山
の
森

づ
く
り
に
50
万
円

●
オ
イ
ス
カ
チ
ャ
リ
テ
ィ
ゴ
ル
フ
実
行

委
員
会（
福
岡
県
）／
人
材
育
成
事
業
に

43
万
2
3
6
4
円

●
丸
眞
株
式
会
社
／「
子
供
の
森
」計
画

に
41
万
7
4
6
5
円

●
株
式
会
社
長
門
屋
商
店
／「
子
供
の

森
」計
画
に
40
万
8
0
6
7
円

●
株
式
会
社
静
岡
銀
行
／
啓
発
普
及
事

業
に
36
万
9
4
4
2
円

●
S
U
M
I
N
O
E
株
式
会
社
／「
子

供
の
森
」計
画
と
海
外
開
発
協
力
事
業

に
合
わ
せ
て
30
万
円

●
オ
イ
ス
カ
チ
ャ
リ
テ
ィ
ゴ
ル
フ
コ
ン

ペ
実
行
委
員
会（
香
川
県
）／
啓
発
普
及

事
業
に
30
万
円

●
一
般
社
団
法
人
M
D
R
T
日
本
会
／

海
岸
林
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
30
万
円

●
東
芝
労
働
組
合
府
中
支
部
／「
子
供

の
森
」計
画
に
30
万
円

●
株
式
会
社
ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
西
日
本
マ

ル
ニ
ッ
ク
ス
／「
子
供
の
森
」計
画
に
23

万
7
8
0
0
円

●
仙
台
ト
ヨ
ペ
ッ
ト
株
式
会
社
／
海
岸

林
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
23
万
3
0
2

0
円

●
株
式
会
社
フ
レ
ッ
ク
ス
イ
ン
タ
ー
ナ

シ
ョ
ナ
ル
／「
子
供
の
森
」計
画
に
20
万

円

●
ハ
ー
ト
ネ
ッ
ト
／
海
外
開
発
協
力
事

業
に
20
万
円

●
株
式
会
社
ヤ
ク
ル
ト
本
社
／「
子
供

の
森
」計
画
に
16
万
1
6
7
0
円

●
株
式
会
社
ベ
ス
ト
ワ
ン
／「
子
供
の

森
」計
画
に
12
万
6
5
0
8
円

●
株
式
会
社
宇
治
川
商
店
／
人
材
育
成

事
業
に
11
万
2
0
0
0
円

●
a
u
エ
ネ
ル
ギ
ー
&
ラ
イ
フ
株
式
会

社
／
啓
発
普
及
事
業
と「
子
供
の
森
」計

画
に
合
わ
せ
て
10
万
1
5
0
0
円

●
あ
す
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
／
人
材
育
成

事
業
に
10
万
円

●
株
式
会
社
オ
ー
レ
ッ
ク
／「
子
供
の

森
」計
画
に
10
万
円

●
株
式
会
社
健
康
フ
ァ
ー
ム
／
海
外
開

発
協
力
事
業
に
10
万
円

●
石
井
淑
雄（
香
川
県
）／
人
材
育
成
事

業
に
10
万
円

アタリ

本誌掲載の記事・写真・イラスト
などの無断転載を禁じます。

今月の表紙写真

Photo by Sundar Shyam

 

キュウリの健全な生長
のため、ネットを張り、
テープナーで誘引をす
る研修生。全ての作業
に意味があり、生育に
影響していることを学
びます。写真は、イン
ドの研修生シャムが撮
影しました。
（中部日本

研修センター）
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